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(57)【要約】
　本発明は、人の視覚及び／又は視覚運動行動を適合さ
せる方法であって、－　人の所与の視覚及び／又は視覚
運動行動に対する人の視覚パラメータを示す人視覚パラ
メータを提供し、人に装着するように意図されている光
学系を特徴付ける光学パラメータを提供する光学パラメ
ータ提供ステップ及び人視覚パラメータ提供ステップ（
Ｓ２、Ｓ４）と、－　光学パラメータに関する人視覚パ
ラメータに対する目標値を提供する目標値提供ステップ
（Ｓ６）と、－　人に対して視覚及び／又は視覚運動訓
練を提供することによって人の修正視覚及び／又は視覚
運動行動を定義するように、人の基準視覚及び／又は視
覚運動行動を修正する視覚及び／又は視覚運動行動修正
ステップ（Ｓ８）と、－　人の修正視覚及び／又は視覚
運動行動に対して、人視覚パラメータを評価する人視覚
パラメータ評価ステップ（Ｓ１０）と、－　評価人視覚
パラメータと目標値との間の差を最小化するように修正
及び評価ステップを繰り返すことによって、光学系が装
着されている人に対する適切な視覚及び／又は視覚運動
行動を判定する判定ステップ（Ｓ１２）と、－　適切な
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　人の視覚及び／又は視覚運動行動を適合させる方法であって、
　－　前記人に装着するように意図されている光学系を特徴付ける光学パラメータを提供
する光学パラメータ提供ステップ（Ｓ２）と、
　－　前記人の所与の視覚及び／又は視覚運動行動に対する前記人の視覚パラメータを示
す人視覚パラメータを提供する人視覚パラメータ提供ステップ（Ｓ４）と、
　－　前記光学パラメータに関する前記人視覚パラメータに対する目標値を提供する目標
値提供ステップ（Ｓ６）と、
　－　前記人に対して視覚及び／又は視覚運動訓練を提供することによって前記人の修正
視覚及び／又は視覚運動行動を定義するように、前記人の基準視覚及び／又は視覚運動行
動を修正する視覚及び／又は視覚運動行動修正ステップ（Ｓ８）と、
　－　前記人の前記修正視覚及び／又は視覚運動行動に対して、前記人視覚パラメータを
評価する人視覚パラメータ評価ステップ（Ｓ１０）と、
　－　評価された前記人視覚パラメータと前記目標値との間の差を最小化するように前記
修正及び評価ステップを繰り返すことによって、前記光学系が装着されている前記人に対
する適切な視覚及び／又は視覚運動行動を判定する判定ステップ（Ｓ１２）と、
　－　前記適切な視覚及び／又は視覚運動行動に基づいて、前記光学系が装着されている
前記人の前記視覚及び／又は視覚運動行動を適合させる適合ステップ（Ｓ１４）と、
を含む方法。
【請求項２】
　前記人視覚パラメータは、
　－　前記人の視覚行動を示す視覚行動パラメータ、及び／又は
　－　前記人の前記視覚運動行動を示す視覚運動パラメータ、好ましくは、前記人の視覚
運動調整を表す視覚運動調整データ、及び／又は
　－　前記人の視覚感度を示す視覚感度パラメータ、好ましくは、光学的歪曲に対する前
記人の視覚感度を表す光学的歪曲感度データ、及び／又はぼやけに対する前記人の許容範
囲を表すぼやけ許容範囲データ、及び／又は
　－　前記人の視機能を示す視機能パラメータ、及び／又は
　－　湾曲形状に対する前記人の視覚認知を表す湾曲視覚認知データ、
を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記光学系は、少なくとも眼科用レンズ、好ましくは、累進多焦点付加レンズを含む、
請求項１又は２に記載の方法。
【請求項４】
　前記眼科用レンズの前記光学パラメータは、前記人に適しているレンズ設計を示す少な
くともレンズ設計データを含み、前記レンズ設計は、少なくとも屈折レンズ設計、及び／
又は前記眼科用レンズの幾何学的パラメータ、及び／又は処方箋データ、及び／又は前記
人の眼科用要件に関する眼科用パラメータを含む、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記視覚及び／又は視覚運動行動修正ステップ中に、前記光学系を前記人に装着する、
請求項１～４のいずれか一項に記載の方法。
【請求項６】
　前記人の少なくとも１つの視覚及び／又は視覚運動行動に対する前記人の前記人視覚パ
ラメータを測定する人視覚パラメータ測定ステップ（Ｓ１６）を更に含む、請求項１～５
のいずれか一項に記載の方法。
【請求項７】
　前記人視覚パラメータの測定値を、尺度と比較して、人視覚指標を定義する、請求項６
に記載の方法。
【請求項８】
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　前記人に関して行われる認知試験の際に、前記人視覚パラメータを測定する、請求項６
又は７に記載の方法。
【請求項９】
　前記人視覚パラメータの測定に基づいて、前記人視覚パラメータの柔軟性を測定する人
視覚パラメータ柔軟性測定ステップ（Ｓ１８）を更に含む、請求項６～８のいずれか一項
に記載の方法。
【請求項１０】
　前記視覚及び／又は視覚運動行動修正ステップは、少なくとも
　－　視覚パターンのセットを前記人に提示する視覚パターン提示ステップであって、視
覚パターンの前記セットは、各視覚パターンに対する値が前記セットで異なる視覚パター
ンパラメータを有し、前記視覚パターンパラメータは、前記人視覚パラメータと関連して
いるステップと、
　－　前記視覚パターンと前記光学系の前記光学パラメータとに基づく前記人の前記視覚
パラメータの基準値を提供する基準値提供ステップと、
　－　前記人に前記光学系が装着されている場合、及び前記視覚パターンが前記人によっ
て見られる場合、前記人による前記光学系の使用を適合させるかどうかを推測するように
、前記人視覚パラメータと前記基準値とを比較する比較ステップと、
　－　前記比較ステップの結果に基づいて、前記人に警告する警告ステップと、
を含む、請求項１～９のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１１】
　視覚及び／又は視覚運動行動適合の効率を評定する視覚及び／又は視覚運動行動適合効
率評定ステップ（Ｓ２０）を更に含む、請求項１～１０のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１２】
　前記視覚及び／又は視覚運動行動適合の前記効率に基づいて、前記人に適している光学
系に関する情報を生成する光学系情報生成ステップ（Ｓ２２）を更に含む、請求項１１に
記載の方法。
【請求項１３】
　プロセッサにアクセス可能な命令の１つ又は複数の記憶列を含み、前記プロセッサによ
って実行される場合、請求項１～１２のいずれか一項に記載のステップを前記プロセッサ
に実行させるコンピュータプログラム製品。
【請求項１４】
　人の視覚及び／又は視覚運動行動を適合させるシステムであって、
　－　前記人に装着するように意図されている光学系の光学パラメータを受信するように
適合されている第１の受信手段と、
　－　前記人の所与の視覚及び／又は視覚運動行動に対する前記人の視覚パラメータを示
す人視覚パラメータを受信するように適合されている第２の受信手段と、
　－　前記光学パラメータに関する前記人視覚パラメータに対する目標値を受信するよう
に適合されている第３の受信手段と、
　－　前記人に対して視覚及び／又は視覚運動訓練を提供することによって前記人の修正
視覚及び／又は視覚運動行動を定義するように、前記人の基準視覚及び／又は視覚運動行
動を修正するように適合されている視覚及び／又は視覚運動行動修正手段と、
　－　前記人の前記修正視覚及び／又は視覚運動行動に対して前記人視覚パラメータを評
価するように適合されている視覚パラメータ評価手段と、
　－　前記修正視覚及び／又は視覚運動行動の中で前記光学系が装着されている前記人に
対する適切な視覚及び／又は視覚運動行動を判定するように適合されている判定手段であ
って、前記視覚及び／又は視覚運動行動修正手段及び前記視覚パラメータ評価手段は、評
価された前記人視覚パラメータと前記目標値との間の差を最小化するように前記人の前記
基準視覚及び／又は視覚運動行動の修正と前記人の対応する人視覚パラメータの評価とを
繰り返すように構成されている手段と、
　－　前記適切な視覚及び／又は視覚運動行動に基づいて、前記光学系が装着されている
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前記人の前記視覚及び／又は視覚運動行動を適合させるように構成されている適合手段と
、
を含むシステム。
【請求項１５】
　前記視覚及び／又は視覚運動行動適合手段は、少なくとも携帯機器、例えば、スマート
フォンを含み、前記第２の受信手段は、前記人視覚パラメータを受信するように構成され
ている前記携帯機器に組み込まれているカメラを含む、請求項１４に記載のシステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、人の視覚及び／又は視覚運動行動を適合させる方法及びシステムに関する。
更に、本発明は、プロセッサにアクセス可能な命令の１つ又は複数の記憶列を含み、プロ
セッサによって実行される場合、本発明による方法のステップをプロセッサに実行させる
コンピュータプログラム製品に関する。
【背景技術】
【０００２】
　通常、フレームに保持されるように意図されている眼科用レンズは、処方箋を必要とす
る。眼科用処方箋は、乱視処方箋だけでなく、正又は負の屈折力処方箋も含むことができ
る。これらの処方箋は、レンズの着用者が、着用者の視力の障害を矯正することができる
矯正に対応する。レンズは、処方箋と、フレームに対する着用者の眼の位置とに従ってフ
レームに嵌合される。
【０００３】
　老眼の着用者の場合、屈折力矯正の値は、近方視力の調節の困難さのために、遠方視力
及び近方視力によって異なる。
【０００４】
　従って、処方箋は、遠方視力屈折力値と、遠方視力及び近方視力の間の屈折力増分を表
す追加値とを含み、これは、遠方視力屈折力処方箋及び近方視力屈折力処方箋ということ
になる。老眼の着用者に適しているレンズは、累進多焦点付加レンズであることが多い。
【０００５】
　眼科用累進多焦点付加レンズは、遠方視力ゾーン、近方視力ゾーン、中間視力ゾーン、
これらの３つのゾーンを交差する主累進経線を含む。一般的に、眼科用累進多焦点付加レ
ンズは、レンズの異なる特徴に課される特定の数の制約に基づいて、最適化で決まる。
【０００６】
　それにもかかわらず、累進多焦点付加レンズ（ＰＡＬ）は、収差、特に、視野を特に減
らすぼやけの原因、及び例えば周知の目眩を引き起こす歪曲を発生する。レンズの設計は
必然的に、これらの収差の間の妥協案である。
【０００７】
　その結果、両眼正常視力及び他の正常臨床所見にもかかわらず、一部の着用者には、累
進多焦点付加レンズの使用に適合する困難さがあることがある。
【０００８】
　累進多焦点付加レンズの使用を人が受け入れる又は受け入れないために役立つ単純で信
頼できる方法が必要である。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００９】
【非特許文献１】Ｉｍａｇｅ　ａｎｄ　Ｖｉｓｉｏｎ　Ｃｏｍｐｕｔｉｎｇ　２０（２０
０２）　８７３－８８８；Ｓ．Ｇｏｎｇ
【非特許文献２】Ｖｉｓｉｏｎ　Ｒｅｓｅａｒｃｈ　５１（２０１１）　９２５－９３１
；Ｏ．Ｅｌｏｋａ
【発明の概要】
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【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　本発明の目的は、このような解決策を提案することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　このために、本発明は、人の視覚及び／又は視覚運動行動を適合させる方法であって、
　－　人に装着するように意図されている光学系を特徴付ける光学パラメータを提供する
光学パラメータ提供ステップと、
　－　人の所与の視覚及び／又は視覚運動行動に対する人の視覚パラメータを示す人視覚
パラメータを提供する人視覚パラメータ提供ステップと、
　－　光学パラメータに関する人視覚パラメータに対する目標値を提供する目標値提供ス
テップと、
　－　人に対して視覚及び／又は視覚運動訓練を提供することによって人の修正視覚及び
／又は視覚運動行動を定義するように、人の基準視覚及び／又は視覚運動行動を修正する
視覚及び／又は視覚運動行動修正ステップと、
　－　人の修正視覚及び／又は視覚運動行動に対して、人視覚パラメータを評価する人視
覚パラメータ評価ステップと、
　－　評価人視覚パラメータと目標値との間の差を最小化するように修正及び評価ステッ
プを繰り返すことによって、光学系が装着されている人に対する適切な視覚及び／又は視
覚運動行動を判定する判定ステップと、
　－　適切な視覚及び／又は視覚運動行動に基づいて、光学系が装着されている人の視覚
及び／又は視覚運動行動を適合させる適合ステップと
を含む方法を提案する。
【００１２】
　有利なことに、本発明による方法は、より迅速に及び／又はより容易に光学系の使用を
人が受け入れるのに役立つために、人に対して提供されるべき適切な視覚及び／又は視覚
運動訓練を判定することができる。従って、本発明による方法は、累進多焦点付加レンズ
の使用を人が受け入れるのに役立ち、着用者に必要な時間、即ち、このレンズを着用する
ように意図されている人がこのレンズに慣れる時間を短縮することができる。
【００１３】
　本発明による方法は、眼科用レンズ、特に累進多焦点屈折レンズの着用に対する迅速且
つ完全な適合を各人に対して保証することができる。
【００１４】
　単独又は全ての可能な組み合わせで考慮可能な更なる実施形態によれば、
　－　人視覚パラメータは、
　　・人の視覚行動を示す視覚行動パラメータ、及び／又は
　　・人の視覚運動行動を示す視覚運動パラメータ、好ましくは、人の視覚運動調整を表
す視覚運動調整データ、及び／又は
　　・人の視覚感度を示す視覚感度パラメータ、好ましくは、光学的歪曲に対する人の感
度を表す光学的歪曲感度データ、及び／又はぼやけに対する人の許容範囲を表すぼやけ許
容範囲データ、及び／又は
　　・人の視機能を示す視機能パラメータ、及び／又は
　　・湾曲形状に対する人の視覚認知を表す湾曲視覚認知データ
を含む。
　－　光学系は、少なくとも眼科用レンズ、好ましくは、累進多焦点付加レンズを含む。
　－　眼科用レンズの光学パラメータは、人に適しているレンズ設計を示す少なくともレ
ンズ設計データを含み、レンズ設計は、少なくとも屈折レンズ設計、及び／又は眼科用レ
ンズの幾何学的パラメータ、及び／又は処方箋データ、及び／又は人の眼科用要件に関す
る眼科用パラメータを含む。
　－　視覚及び／又は視覚運動行動修正ステップ中に、光学系を人に装着する。
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　－　方法は、人の少なくとも１つの視覚及び／又は視覚運動行動に対する人の人視覚パ
ラメータを測定する人視覚パラメータ測定ステップを更に含む。
　－　判定ステップにおける修正及び評価ステップの繰り返しは、人の少なくとも１つの
視覚及び／又は視覚運動行動に対する人の人視覚パラメータの測定に基づく。
　－　人視覚パラメータの測定値を、尺度と比較して、人視覚指標を定義する。
　－　人に関して行われる認知試験の際に、人視覚パラメータを測定する。
　－　方法は、人視覚パラメータの測定に基づいて、人視覚パラメータの柔軟性を測定す
る人視覚パラメータ柔軟性測定ステップを更に含む。
　－　視覚及び／又は視覚運動行動修正ステップは、少なくとも
　　・視覚パターンのセットを人に提示する視覚パターン提示ステップであって、視覚パ
ターンのセットは、各視覚パターンに対する値がセットで異なる視覚パターンパラメータ
を有し、視覚パターンパラメータは、人視覚パラメータと関連しているステップと、
　　・上記視覚パターンと光学系の上記光学パラメータとに基づく人の視覚パラメータの
基準値を提供する基準値提供ステップと、
　　・人に光学系が装着されている場合、及び視覚パターンが人によって見られる場合、
人による光学系の使用を適合させるかどうかを推測するように、人視覚パラメータと基準
値とを比較する比較ステップと、
　　・比較ステップの結果に基づいて、人に警告する警告ステップと
　を含む。
　－　方法は、視覚及び／又は視覚運動行動適合の効率を評定する視覚及び／又は視覚運
動行動適合効率評定ステップを更に含む。
　－　方法は、視覚及び／又は視覚運動行動適合の効率に基づいて、人に適している光学
系に関する情報を生成する光学系情報生成ステップを更に含む。
【００１５】
　本発明の別の目的は、人の視覚及び／又は視覚運動行動を適合させるシステムであって
、
　－　人に装着するように意図されている光学系の光学パラメータを受信するように適合
されている第１の受信手段と、
　－　人の所与の視覚及び／又は視覚運動行動に対する人の視覚パラメータを示す人視覚
パラメータを受信するように適合されている第２の受信手段と、
　－　光学パラメータに関する人視覚パラメータに対する目標値を受信するように適合さ
れている第３の受信手段と、
　－　人の修正視覚及び／又は視覚運動行動を定義するように、人の基準視覚及び／又は
視覚運動行動を修正するように適合されている視覚及び／又は視覚運動行動修正手段と、
　－　人の修正視覚及び／又は視覚運動行動に対して人視覚パラメータを評価するように
適合されている視覚パラメータ評価手段と、
　－　修正視覚及び／又は視覚運動行動の中で光学系が装着されている人に対する適切な
視覚及び／又は視覚運動行動を判定するように適合されている判定手段であって、視覚及
び／又は視覚運動行動修正手段及び視覚パラメータ評価手段は、評価人視覚パラメータと
目標値との間の差を最小化するように人の基準視覚及び／又は視覚運動行動の修正と人の
対応する人視覚パラメータの評価とを繰り返すように構成されている手段と、
　－　適切な視覚及び／又は視覚運動行動に基づいて、光学系が装着されている人の視覚
及び／又は視覚運動行動を適合させるように構成されている適合手段と
を含むシステムに関する。
【００１６】
　システムの一実施形態によれば、視覚及び／又は視覚運動行動適合手段は、少なくとも
携帯機器（例えば、スマートフォン）を含み、第２の受信手段は、人視覚パラメータを受
信するように構成されている携帯機器に組み込まれているカメラを含む。
【００１７】
　更に、本発明は、プロセッサにアクセス可能な命令の１つ又は複数の記憶列を含み、プ



(7) JP 2020-536268 A 2020.12.10

10

20

30

40

50

ロセッサによって実行される場合、本発明による方法のステップをプロセッサに実行させ
るコンピュータプログラム製品に関する。
【００１８】
　更に、本発明は、コンピュータ可読記憶媒体に記録されているプログラムを有するコン
ピュータ可読記憶媒体に関し、このプログラムは、本発明による方法をコンピュータに実
行させる。
【００１９】
　更に、本発明は、命令の１つ又は複数の列を記憶し、本発明による方法のステップのう
ち少なくとも１つを実行するように適合されているプロセッサを含むデバイスに関する。
【００２０】
　特に指示がない限り、下記の説明から明らかなように、明細書全体にわたって、「計算
する（ｃｏｍｐｕｔｉｎｇ）」、「計算する（ｃａｌｃｕｌａｔｉｎｇ）」などの用語を
使用する説明は、計算システムのレジスタ及び／又はメモリ内で物理（例えば、電子）量
として表されるデータを、計算システムのメモリ、レジスタ、又は他のこのような情報記
憶、伝送又は表示デバイス内で物理量として同様に表される他のデータに操作及び／又は
変換するコンピュータ又は計算システム、又は同様の電子計算デバイスの動作及び／又は
処理を意味することが分かる。
【００２１】
　本発明の実施形態は、本明細書に記載の動作を実行する装置を含んでもよい。この装置
は、所望の目的のために特別に構成されてもよく、又は、コンピュータに記憶されたコン
ピュータプログラムによって選択的に起動された又は再構成された汎用コンピュータ又は
デジタル信号プロセッサ（「ＤＳＰ」）を含んでもよい。このようなコンピュータプログ
ラムを、コンピュータ可読記憶媒体、例えば、フロッピーディスク、光ディスク、ＣＤ－
ＲＯＭ、光磁気ディスクを含む任意のタイプのディスク、読み出し専用メモリ（ＲＯＭ）
、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、電気的プログラマブル読み出し専用メモリ（ＥＰ
ＲＯＭ）、電気的消去可能プログラマブル読み出し専用メモリ（ＥＥＰＲＯＭ）、磁気又
は光カード、又は電子命令を記憶するのに適し、コンピュータシステムバスに結合可能な
任意の他のタイプの媒体（但し、これらに限定されない）に記憶してもよい。
【００２２】
　本明細書に提示された処理及び表示は、任意の特定のコンピュータ又は他の装置と本質
的に関連がない。様々な汎用システムは、本明細書に記載の教示に従ってプログラムで使
用されてもよく、又は、所望の方法を実行するより専門的な装置を構成するのに便利であ
ると分かることがある。
【００２３】
　様々なこれらのシステム用の所望の構造は、下記の説明から明らかになるであろう。更
に、本発明の実施形態は、任意の特定のプログラミング言語を参照して説明されていない
。様々なプログラミング言語を使用して、本明細書に記載のような本発明の教示を実施す
ることができることが分かる。
【００２４】
　本発明の実施形態について、下記の図面を参照してほんの一例として説明する。
【００２５】
　図面における要素は、簡単及び明確にするために、例示され、必ずしも縮尺通りに描か
れていない。例えば、図面における要素の幾つかの寸法を、本発明の実施形態の理解を深
めるために、他の要素に対して強調してもよい。
【図面の簡単な説明】
【００２６】
【図１】本発明による人の視覚及び／又は視覚運動行動を適合させる方法のフローチャー
トの例示である。
【図２】本発明の実施形態による方法を実施するように構成されているデバイスの略図で
ある。
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【発明を実施するための形態】
【００２７】
　本発明の目的は、人の視覚及び／又は視覚運動行動を適合させる方法に関する。本発明
の意味では、人の視覚及び／又は視覚運動行動を適合させるステップは、より迅速に及び
／又はより容易に光学系の使用を人が受け入れるのに役立つために、人に対して適切な視
覚及び／又は視覚運動訓練を判定及び提供するステップを意味する。
【００２８】
　周知のように、人の視覚行動は、例えば、非特許文献１に示すように、視覚信号又は刺
激に対する人の任意の行動反応／決定又は感覚を意味する。
【００２９】
　更に、人の視覚運動行動は、運動作用／反応／決定（例えば、指示タスク、歩行タスク
など）を案内又は誘導する任意の視覚行動に関する。例えば、非特許文献２は、物体形状
に応じた把握の視線誘導に関する。
【００３０】
　図１を参照して、本発明による人の視覚及び／又は視覚運動行動を適合させる方法は、
少なくとも下記を含む。
　－　光学パラメータ提供ステップＳ２
　－　人視覚パラメータ提供ステップＳ４
　－　目標値提供ステップＳ６
　－　視覚及び／又は視覚運動行動修正ステップＳ８
　－　人視覚パラメータ評価ステップＳ１０
　－　判定ステップＳ１２
　－　適合ステップＳ１４
【００３１】
　光学パラメータ提供ステップＳ２中に、光学系を特徴付ける光学パラメータを提供する
。光学系は、人に装着するように意図されている。
【００３２】
　実施形態によれば、光学系は、少なくとも眼科用レンズ、好ましくは累進多焦点付加レ
ンズを含む。この場合、眼科用レンズの光学パラメータは、人に適しているレンズ設計を
示す少なくともレンズ設計データを含んでもよく、このレンズ設計は、少なくとも屈折レ
ンズ設計、及び／又は眼科用レンズの幾何学的パラメータ、及び／又は処方箋データ、及
び／又は人の眼科用要件に関する眼科用パラメータを含む。
【００３３】
　人視覚パラメータ提供ステップＳ４中に、人の所与の視覚及び／又は視覚運動行動に対
する人の視覚パラメータを示す人視覚パラメータを提供する。
【００３４】
　好ましくは、人視覚パラメータは、下記を含む。
　－　人の視覚行動を示す視覚行動パラメータ、及び／又は
　－　人の視覚運動行動を示す視覚運動パラメータ、好ましくは、人の視覚運動調整を表
す視覚運動調整データ、及び／又は
　－　人の視覚感度を示す視覚感度パラメータ、好ましくは、光学的歪曲に対する人の感
度を表す光学的歪曲感度データ、及び／又はぼやけに対する人の許容範囲を表すぼやけ許
容範囲データ、及び／又は
　－　人の視機能を示す視機能パラメータ、及び／又は
　－　湾曲形状に対する人の視覚認知を表す湾曲視覚認知データ
【００３５】
　有利なことに、人視覚パラメータ提供ステップＳ４は、人の基準視覚及び／又は視覚運
動行動に対して人視覚パラメータを評価する基準人視覚パラメータ評価ステップを含む。
【００３６】
　好ましくは、基準人視覚パラメータを測定によって評価する。例えば、基準人視覚パラ
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メータの測定値を、尺度と比較して、人視覚指標を定義する。
【００３７】
　上述に適合する別の例によれば、人に関して行われる認知試験の際に、基準人視覚パラ
メータを測定する。
【００３８】
　次に、目標値提供ステップＳ６中に、光学パラメータに関する人視覚パラメータに対す
る目標値を提供する。
【００３９】
　視覚及び／又は視覚運動行動修正ステップＳ８中に、人の修正視覚及び／又は視覚運動
行動を定義するように、人の基準視覚及び／又は視覚運動行動を修正する。
【００４０】
　より詳細には、人に対して視覚及び／又は視覚運動訓練を提供することによって、人の
基準視覚及び／又は視覚運動行動を修正する。有利なことに、訓練の目的は、人の基準視
覚及び／又は視覚運動行動を示す基準人視覚パラメータと目標値との間の差を最小化する
ことである。
【００４１】
　実施形態によれば、視覚及び／又は視覚運動行動修正ステップＳ８中に、人に、光学系
を装着してもよい。
【００４２】
　次に、人視覚パラメータ評価ステップＳ１０中に、人の修正視覚及び／又は視覚運動行
動に対して、人視覚パラメータを評価する。
【００４３】
　好ましくは、方法の人視覚パラメータ測定ステップＳ１６中に、人視覚パラメータを測
定によって提供する。
【００４４】
　例えば、人視覚パラメータの測定値を、尺度と比較して、人視覚指標を定義する。
【００４５】
　上述に適合する別の例によれば、人に関して行われる認知試験の際に、人視覚パラメー
タを測定する。
【００４６】
　判定ステップＳ１２中に、評価人視覚パラメータと目標値との間の差を最小化するよう
に修正及び評価ステップを繰り返すことによって、光学系が装着されている人に対する適
切な視覚及び／又は視覚運動行動を判定する。
【００４７】
　より詳細には、修正及び評価ステップを繰り返すことによって、人に対して提供される
べき適切な視覚及び／又は視覚運動訓練を判定する。このような適切な視覚及び／又は視
覚運動訓練の目的は、より迅速に及び／又はより容易に光学系の使用を人が受け入れるの
に役立つために、人の基準視覚及び／又は視覚運動行動を示す基準人視覚パラメータと目
標値との間の差を最小化することである。従って、このような適切な視覚及び／又は視覚
運動訓練を、人の視覚及び／又は視覚運動行動を修正する人の能力を評定する際に、光学
系及び人に対して、より詳細には人の基準視覚及び／又は視覚運動行動に対して個別化す
る。
【００４８】
　次に、光学系（例えば、眼科用レンズ、特に、累進多焦点レンズ）の着用への迅速且つ
完全な適合を人に保証することができる判定された適切な視覚及び／又は視覚運動訓練を
人に対して提供することによって、適合ステップＳ１４中に、適切な視覚及び／又は視覚
運動行動に基づいて、光学系が装着されている人の視覚及び／又は視覚運動行動を適合さ
せる。
【００４９】
　有利なことに、方法は、人視覚パラメータの測定に基づいて、人視覚パラメータの柔軟
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性を測定する人視覚パラメータ柔軟性測定ステップＳ１８を更に含むことができる。
【００５０】
　更に、方法は、視覚及び／又は視覚運動行動適合効率評定ステップＳ２０を更に含むこ
とができる。このような視覚及び／又は視覚運動行動適合効率評定ステップＳ２０中に、
視覚及び／又は視覚運動行動適合の効率を評定する。
【００５１】
　有利なことに、方法は、光学系情報を生成するステップＳ２２を更に含むことができる
。このステップＳ２２中に、視覚及び／又は視覚運動行動適合の効率に基づいて、人に適
している光学系に関する情報を生成する。
【００５２】
　実施形態によれば、視覚及び／又は視覚運動行動修正ステップＳ８は、少なくとも下記
を含む。
　－　視覚パターン提示ステップＳ８２
　－　基準値提供ステップＳ８４
　－　比較ステップＳ８６
　－　警告ステップＳ８８
【００５３】
　視覚パターン提示ステップＳ８２中に、視覚パターンのセットを、人に提示する。視覚
パターンのセットは、各視覚パターンに対する値がセットで異なる視覚パターンパラメー
タを有する。視覚パターンパラメータは、人視覚パラメータと関連している。
【００５４】
　次に、基準値提供ステップＳ８４中に、上記視覚パターンと光学系の上記光学パラメー
タとに基づく人の視覚パラメータの基準値を提供する。
【００５５】
　比較ステップＳ８６中に、人に光学系が装着されている場合、及び視覚パターンが人に
よって見られる場合、人による光学系の使用を適合させるかどうかを推測するように、人
視覚パラメータと基準値とを比較する。
【００５６】
　次に、警告ステップＳ８８中に、比較ステップの結果に基づいて、人に警告する。
【００５７】
　本発明による人の視覚及び／又は視覚運動行動を適合させる方法の実行用のシステム１
０について説明する。
【００５８】
　システム１０は、第１、第２及び第３の受信手段１２、１４、１６を含む。
【００５９】
　第１の受信手段１２は、人に装着するように意図されている光学系の光学パラメータを
受信するように適合されている。
【００６０】
　第２の受信手段１４は、人の所与の視覚及び／又は視覚運動行動に対する人の視覚パラ
メータを示す人視覚パラメータを受信するように適合されている。
【００６１】
　第３の受信手段１６は、光学パラメータに関する人視覚パラメータに対する目標値を受
信するように適合されている。
【００６２】
　システムは、人の修正視覚及び／又は視覚運動行動を定義するように、人の基準視覚及
び／又は視覚運動行動を修正するように適合されている視覚及び／又は視覚運動行動修正
手段１８を更に含む。
【００６３】
　その上、システムは、人の修正視覚及び／又は視覚運動行動に対して人視覚パラメータ
を評価するように適合されている視覚パラメータ評価手段２０を含む。
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【００６４】
　更に、システムは、修正視覚及び／又は視覚運動行動の中で光学系が装着されている人
に対する適切な視覚及び／又は視覚運動行動を判定するように適合されている判定手段２
２を含む。視覚及び／又は視覚運動行動修正手段及び視覚パラメータ評価手段は、評価人
視覚パラメータと目標値との間の差を最小化するように人の基準視覚及び／又は視覚運動
行動の修正と人の対応する人視覚パラメータの評価とを繰り返すように構成されている。
【００６５】
　システムは、適切な視覚及び／又は視覚運動行動に基づいて、光学系が装着されている
人の視覚及び／又は視覚運動行動を適合させるように構成されている適合手段２４を含む
。
【００６６】
　有利なことに、視覚及び／又は視覚運動行動適合手段２４は、少なくとも携帯機器（例
えば、スマートフォン）を含み、第２の受信手段は、人視覚パラメータを受信するように
構成されている携帯機器に組み込まれているカメラを含む。
【００６７】
　本発明による方法の実装形態の実施例について説明する。
【実施例】
【００６８】
実施例１：ぼやけ許容範囲
基準人視覚パラメータ評価
　この基準評価は、人の基準視覚及び／又は視覚運動行動に関する情報を提供し、訓練に
よる適合の有効性を判断することができることを目的とする。
【００６９】
　１．ぼやけ許容範囲：第１の測定を行って、人のぼやけ許容範囲の基準レベルを通知す
る。
【００７０】
　２．周波数選好：人とスクリーン間の距離を考慮して、ハイブリッド像とも呼ばれる視
覚パターンを計算する。本発明の意味では、ハイブリッド像は、低空間周波数及び高空間
周波数の両方を有する。しかし、低空間周波数及び高空間周波数は、異なるシーン／像か
ら生じ、１つの像／シーンの高空間周波数（ＳＦ）は、別のシーン／像の低空間周波数（
ＳＦ）と結合される。
【００７１】
　Ｎ個のハイブリッド像及びＮ個の非ハイブリッド像を有する２Ｎ個の像のセットを、人
に提示する。例えば、Ｎ＝３６個及び非ハイブリッド像は、低空間周波数（ＬＳＦ）を有
する１２個の像、高空間周波数（ＨＳＦ）を有する１２個の像、及び１２個のフィルター
処理されていない像を含む。以下ＩＦＰと呼ばれる個別周波数選好の尺度は、設定され、
人の視覚及び／又は視覚運動行動パラメータの基準値に対応する。この測定値は、下記の
式によって与えられる。
【００７２】
【数１】

【００７３】
　但し、
　－　ＴＨ／Ｌは、ＨＳＦ／ＬＳＦ像に対する成功率の比である。
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　－　ＴｈＨ／Ｌは、ハイブリッドＨＳＦ／ＬＳＦ像に対する成功率の比である。
【００７４】
　従って、これらの２つの空間周波数範囲の間の基準非対称性とは無関係に、ハイブリッ
ド像の高空間周波数又は低空間周波数に対する選好だけが得られる。
【００７５】
　眼－頭部係数のように、０と１との間に含まれるＩＦＰの値が得られ、０及び１は、そ
れぞれＬＳＦ及びＨＳＦに対する全選好を特徴付ける。例えば、０．５の値は、これらの
２つの空間周波数範囲のうち一方に対して人がより強い選好を有しないことを意味する。
【００７６】
訓練
　次に、この基準ＩＦＰ測定値を考慮して、第２の測定を行う。この第２の測定は、人視
覚パラメータの目標値に対応する修正視覚及び／又は視覚運動行動の状態に人をすること
を目的とする。
【００７７】
　従って、人をぼやけに対してより強くすることを望む場合、その人の選好を、低空間周
波数に向ける必要がある。当然、調節制御を向上させるためにぼやけ許容範囲を減少すべ
きである近視の子供の場合、逆の手法になる。
【００７８】
　これは、ＨＳＦに対する選好を悪化させて、システムがＬＳＦを優先的に且つ徐々に再
使用するようにすることによって、行われる。
【００７９】
　０．４の基準選好、即ち、ハイブリッド像のＬＳＦを選好する僅かな傾向を有する人の
視覚及び／又は視覚運動行動の場合、人をハイブリッド像のＨＳＦに対してより敏感にす
るように訓練すべきであり、次に、訓練によって、ハイブリッド像のＢＳＦに対する選好
に人を向け直すべきである。例えば、像のコントラストの増加、測定を行う部屋の照明の
減少、及び／又はＨＳＦへの高域フィルタリングの遮断周波数のオフセットなどにより、
選好がＨＳＦの方へ移動する。
【００８０】
　従って、第２の測定は、高空間周波数の方へシフトされた新しいＩＦＰを指定する。訓
練セッション（視覚及び／又は視覚運動行動修正ステップ）の目的は、同等の方へ、又は
更にＬＳＦの方へこの選好を減少することである。
【００８１】
　この場合、ハイブリッド像は、生成され、高空間周波数における雑音とＬＳＦに対する
自然シーンとを含む。訓練セッション中に、ハイブリッド像のシーンの数及びタイプは、
訓練セッションごとに変わることができる。
【００８２】
　訓練は、一部が上述のような雑音ハイブリッド像であるハイブリッド像に人をさらすこ
とにある。下記の法則に従って得られる性能のレベルに従う訓練セッション中に、雑音像
の割合は変わる。
【００８３】
【数２】

【００８４】
　但し、



(13) JP 2020-536268 A 2020.12.10

10

20

30

40

50

　－　ＮＰは、新しい割合である。
　－　ＩＦＰＰは、前のセッションの雑音ハイブリッド像の割合を有するＩＦＰである。
　－　ＩＦＰｍａｘは、０と０．１との間にある最大であると見なされるＩＦＰである。
【００８５】
　その結果、訓練セッションの終わりに、理想的な進展で、被験者は、ＬＳＦで優れた性
能を有するので、雑音ＨＳＦを有するハイブリッド像だけを最後のセッションに提案する
。
【００８６】
最終人視覚パラメータ評価
　この最終評価は、訓練後に人の視覚及び／又は視覚運動行動に関して通知し、訓練の有
効性を評定することができることを目的とする。
【００８７】
　１．ぼやけ許容範囲：訓練の終わりにぼやけ許容範囲のレベルに関して通知して、得ら
れる結果及びこの人に想定される累進多焦点レンズの要件との適合性を確認するために、
第１の測定のように、最後の測定を行う。
【００８８】
　２．周波数選好：制御測定を、訓練の終わりに行う。まさに第１の測定の像を用いて、
今回、人は、非常に広い選好を、又はＬＳＦに対する全選好でさえも提示する必要がある
。
【００８９】
　本発明のこの実施例によるこの方法を実施するために、適切なデバイスは、下記を含む
ことができる。
　－　人がその前に位置決めするスクリーン
　－　人とスクリーンとの間の距離を測定する手段、例えば、遠隔計測器
　－　視覚パラメータ評価手段、例えば、人間・機械インターフェース又は音声認識ソフ
トウェア
【００９０】
実施例２：眼－頭部調整
基準人視覚パラメータ評価
　この基準評価は、人の基準視覚及び／又は視覚運動行動に関する情報を提供し、訓練に
よる適合の有効性を判断することができることを目的とする。例えば、評価される基準人
視覚パラメータは、眼－頭部係数（ＣＯＴ）である。実際に、個人は、異なる方向に連続
して見る場合、個人の眼又は頭部を動かす異なる性向を有することが知られている。この
ような性向は、眼科用レンズを製造する場合、重要であることがある。例えば、米国特許
出願公開第２０１０／０００２１９１号明細書に開示のように、眼科用レンズを製造する
場合、中心視覚の矯正と周辺視覚の矯正との間の妥協案を判定するために、このような性
向を考慮することができる。眼－頭部係数は、このような性向、従って、着用者の眼及び
頭部の運動の大きさと関連している。
【００９１】
　人の基準眼－頭部係数を評価するように構成されている適切なデバイスを用いて、ＣＯ
Ｔの基準測定を行う。
【００９２】
訓練
　次に、訓練は、水平及び垂直経線で（但し、人の視野で不規則に）、異なる離心を有す
る視覚対象又は刺激を提案することである。人は、視覚対象を検出し、視覚対象を区別及
び／又は認識する必要がある。
【００９３】
　例えば、人の視野に表示されるガボールパッチの向きを判定する必要がある。人に対す
るタスクをより複雑にして、タスクの困難さとは無関係に新しい眼－頭部行動を統合する
ために、幾つかのパラメータを更に調節することができる。従って、訓練中に、コントラ
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スト、位相、空間周波数、及び／又はガボールパッチのサイズは、変わることができる。
更に、時系列も変えることができる。
【００９４】
　視覚刺激の提示中に、追跡システムを用いて、例えば、慣性センサー、光センサー、及
び／又は超音波センサーによって、頭部の回転をリアルタイムで測定する。
【００９５】
　訓練中に、頭部の適切な運動を行っている場合、人に合図するために、感覚フィードバ
ックを頭部の運動の記録に関連付ける。このフィードバックを、例えば、下記のように、
編成することができる。
　－　ビープ音は、中心対象光に伴って起こる。
　－　次に、周辺刺激を提示する。人が頭部及び眼を対象の方へ動かすことによって、要
求タスクを実行する、例えば、ガボールパッチの向きを判定する場合、ビープ音は、タス
クの質を示す。
【００９６】
　訓練セッションの間の困難さの進展は、時系列、対象の位置に関する不確実性、頭部回
転の精度と関連がある。例えば下記のように計算することができる、人によって得られる
性能の係数ＣＰに従って、訓練セッションの間の困難さの進展を調節する。
【００９７】
【数３】

【００９８】
　但し、
　－　ＣＯＴＤは、所望の眼－頭部調整／係数である。
　－　ＣＯＴＭは、測定眼－頭部調整／係数である。
　－　ｎは、セッション中に提案される対象の数である。
【００９９】
最終人視覚パラメータ評価
　この最終評価は、訓練後に人の視覚及び／又は視覚運動行動に関して通知し、訓練の有
効性を評定することができることを目的とする。基準測定と同じプロトコルに従って、最
終評価を実行する。
【０１００】
実施例３：歪曲に対する感度
基準人視覚パラメータ評価
　この基準評価は、人の基準視覚及び／又は視覚運動行動に関する情報を提供し、訓練に
よる適合の有効性を判断することができることを目的とする。例えば、評価される基準人
視覚パラメータは、人の歪曲に対する感度である。
【０１０１】
　歪曲に対してユーザの感度を評価する方法は、特に、国際公開第２０１６／０５５　２
６５号パンフレットに開示されている。
【０１０２】
　集中訓練タイプの目視デバイス、バーチャルリアリティ頭部装着型デバイスなどを用い
て、感度の基準測定を行う。測定の場合、歪曲を制御方法で追加することができる模擬視
覚的環境に、人を位置決めする。次に、基準測定は、人の視覚及び／又は視覚運動行動に
対する歪曲の影響、例えば、物体把握、平衡、歩行、障害物処理、眼－頭部調整を判定す
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ることであり、特に、累進多焦点屈折レンズなどの近方視力領域に注視を位置決めするこ
とである。
【０１０３】
　この基準測定は、歪曲に対する人の主観的感度の決定を含むこともできる。この場合、
人が歪曲に気付くか否かを測定するように、人の目視判断を要求する。
【０１０４】
訓練
　訓練中に、これらの歪曲の影響を評価し、これらの歪曲が、性能、行動、快適さなどに
どのような影響を及ぼすかを人に気付かせるために、歪曲のレベル増加に人をさらす。
【０１０５】
　次に、例えば、歪曲のレベル増加に対する人の測定値に基づいて、上述のように人に訓
練を提案する。
【０１０６】
実施例４：スポーツ中の視覚行動
基準人視覚パラメータ評価
　この基準評価は、特定のスポーツ眼鏡を着用しているスポーツマン／ウーマンの基準視
覚及び／又は視覚運動行動に関する情報を提供し、訓練による適合の有効性を判断するこ
とができることを目的とする。例えば、評価される基準人視覚パラメータは、スポーツ練
習に特有の眼球運動パターン（ＥＭｐ）である。ラップ眼鏡を着用しながら、スポーツマ
ン／ウーマンは、ボールの方へ注視してそのボールをテニスラケットで捕える離心眼球運
動を行う困難に直面することがある。
【０１０７】
　スポーツマン／ウーマンの基準ＥＭｐを評価するように構成されている適切なデバイス
を用いて、ＥＭｐの基準測定を行う。
【０１０８】
訓練
　訓練中に、これらの歪曲の影響を評価し、これらの歪曲がスポーツマンの性能にどのよ
うな影響を及ぼすかをスポーツマンに気付かせるために、異なるレベル及び離心に人をさ
らす。スポーツマンは、１つ又は複数の規定の刺激又は視覚対象などに従う、及び／又は
これらの刺激又は視覚対象を避ける又は捕えるように反応する必要がある。
【０１０９】
　視覚刺激の提示中に、追跡システムを用いて、例えば、視線追跡装置によって、眼球運
動パターンをリアルタイムで測定する。頭部装着型ディスプレイなどのバーチャルリアリ
ティシステムを使用して、人の反応を測定することができる。能動的センサーなどの追跡
システムを用いて、スポーツマンの性能をリアルタイムで測定する。目的は、刺激を見る
スポーツマンの反応を評価することである。
【０１１０】
　訓練中に、人が適切なパターンを実行している場合、人に合図するために、感覚フィー
ドバックを、眼球運動パターンの記録に関連付ける。例えば、適切なＥＭパターンは、レ
ンズ内の歪曲ゾーンに関連して行われる眼球回転の離心である。最大眼球運動離心の閾値
を定義して、歪曲領域を使用しないようにし、性能が低下しないようにする。この場合、
光学パラメータは、レンズの歪曲である。
【０１１１】
　このフィードバックを、例えば、下記のように、編成することができる。
　－　閾値に関する眼球回転量の視覚化
　－　上記眼球回転量に関するフィードバック
　－　スポーツ着用者の性能に関するフィードバック
　－　次に、スポーツマンのタスク実行が不完全な場合、即ち、眼球運動量が所望の閾値
を超える場合、同様な視覚対象又は刺激の提示を、同等以下のタスク困難さで表示する。
人が要求タスクを実行している場合、音はタスクの達成をその人に示す。
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【０１１２】
最終人視覚パラメータ評価
　この最終評価は、訓練後に人の視覚及び／又は視覚運動行動に関して通知し、訓練の有
効性を評定することができることを目的とする。基準測定と同じプロトコルに従って、最
終評価を実行する。
【０１１３】
実施例５：湾曲形状の認知
　任意の眼科用レンズは、この実施例の場合、光線がこのレンズを通って進む場合に湾曲
して見える直線として単に定義可能な歪曲を引き起こす。累進多焦点レンズを使用してい
るときは、歪曲は、レンズの下部における屈折力の連続的な変化によって引き起こされる
低視野で生成された一般により大きな湾曲を有し、非対称であるため、視覚歪曲に特定の
場合が存在する。
【０１１４】
基準人視覚パラメータ評価
　この基準評価は、累進多焦点レンズを着用している人の湾曲形状の基準認知に関する情
報を提供し、訓練による累進多焦点レンズによって引き起こされる歪曲に対する適合の有
効性を判断することができることを目的とする。
【０１１５】
訓練
　訓練中に、これらの歪曲の影響を評価し、これらの歪曲が湾曲の認知にどのような影響
を及ぼすかを人に気付かせるために、異なるレベルの歪曲を有する異なる刺激に人をさら
す。
【０１１６】
　訓練は、例えば、眼科用レンズが装着されているユーザに異なる刺激を提示すること、
及び実際の歪曲と眼科用レンズによって引き起こされる歪曲とを区別するようにユーザに
質問することであることができる。
【０１１７】
最終人視覚パラメータ評価
　この最終評価は、訓練後に人の湾曲形状の認知に関して通知し、訓練の有効性を評定す
ることができることを目的とする。基準測定と同じプロトコルに従って、最終評価を実行
する。
【０１１８】
　有利なことに、人を訓練して屈折力の累進によって引き起こされる湾曲の変化を把握で
きるようにすることにより、人が湾曲及び物体の自然形状をレンズによって引き起こされ
る湾曲及び形状と区別することが容易になる。
【０１１９】
他の例
　他の人視覚パラメータを評価することができる。
【０１２０】
　例えば、（実際又は仮想の）レンズの第１の着用／使用中に、ぼやけ、歪曲、レンズの
領域への接近可能性、眼－頭部調整などの中で、人が直面する主な問題を判定することが
できる。質問（例えば、各問題に対して不快感のレベルを主観的に測定すること）によっ
て、又は人の視覚、視覚運動又は運動性能に対する光学的制約（ぼやけ、歪曲、レンズ領
域への接近可能性、視野の制限）の影響などの対象測定によって、主な問題を判定するこ
とができる。
【０１２１】
　別の例によれば、各問題（ぼやけ、歪曲、眼鏡への接近可能性、眼－頭部調整／係数）
に対する人の適合性を推定して、人がほんの僅かの適合性を有する問題に関して最適化さ
れた最適化レンズを提案し、人が優れた適合能力を有する問題に対する訓練を提案するこ
とができる。
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【０１２２】
　本発明による方法及びデバイスは、老眼の人、近視の子供、及び両眼間の不同視が強い
人に特によく適している。
【０１２３】
　実際に、本発明は、多焦点レンズの着用者又は将来の着用者を対象とする。本発明は、
多焦点レンズを着用する際に困難に直面する着用者の場合、多焦点レンズの着用に適合す
るように、新しい着用者用の多焦点レンズに対する適合の速度を高めて、例えば二焦点レ
ンズから累進多焦点レンズへの移行の場合、２つの多焦点レンズ間の移行を容易にするこ
とができる。視覚認知の観点から、訓練は、高空間周波数の損失に対する低空間周波数の
ための選好を目的としている。
【０１２４】
　本発明は、周辺矯正レンズを着用する子供も対象とする。これらのレンズは光軸の外部
のどこかに収差を引き起こし、視覚運動訓練は、子供を出来るだけ頭部が動く人にするこ
とである。知覚訓練は、レンズの光軸の外部の眼球運動中に、より少なく生成されるべき
ぼやけに対する感度を減少することを目的とする。
【０１２５】
　更に、多くの研究は、累進多焦点レンズ又は二焦点レンズの着用が子供の近視の進行を
遅くすることができることを示している。しかし、これらのレンズの有効性は、近方視力
に対する追加領域の使用に左右される。子供は老眼でないので、レンズのこの領域を使用
する必要がなく、頭部を下げて近くを見上げるだけで満足することができる。この場合、
訓練は、子供に累進多焦点レンズ又は二焦点レンズの近方視力の領域を使用させるために
、頭部を垂直により動かすようにさせることを目的とする。期待される結果は、近視の進
行のより良い制御である。
【０１２６】
　その上、最近の研究では、調節の不正確さ又は調節の遅れが子供の近視の進行に関与す
るように思われることが示されている。更に、調節の遅れは正視の子供よりも近視の子供
で大きいことが示されている。近視者がぼやけに対して感度が低いことも示されており、
これは、より大きい調節遅れの存在を部分的に説明することができる。近視の子供の場合
、方法は、子供の近視の進行を減少するために、調節の正確さを高める（遅れを減少する
）ことができる。不正確な調節（遅れ）は、像の空間周波数に対する低域通過フィルター
の効果を有する。その結果、細部、即ち高空間周波数に対する選好を優先するのに有用で
ある。従って、本発明による訓練は、視覚認知に関する訓練だけを必要とし、低空間周波
数を犠牲にして、高空間周波数に対する選好を目的とする。
【０１２７】
　更に、本発明は、不同視性屈折異常症を対象とすることもできる。実際に、不同視の眼
鏡レンズの矯正は、特に老眼の不同視の人に対する近方視力で非常に大きいことがある光
軸から外れた倍率及びプリズム効果の差を生成する。その結果、有利なことに、本発明に
よる方法は、眼（好ましくは、最も屈折異常症の眼）の低空間周波数を選好し、眼を不十
分に矯正し、倍率及びプリズムの差を減らすために、単眼で不同視を訓練する訓練ステッ
プを含む。別の実施形態において、訓練は、反対側の眼が高空間周波数を選好するように
することもできる。
【０１２８】
　本発明は、添付の一連の特許請求の範囲に定義されるように、一般的な発明概念に限定
することなく、実施形態を用いて上述されている。
【０１２９】
　単なる一例として与えられ、添付の特許請求の範囲によってのみ決まる本発明の範囲を
限定するように意図されない上述の例示的な実施形態を参照する際に、多くの更なる修正
及び変更を当業者に示唆する。
【０１３０】
　特許請求の範囲において、用語「含む（ｃｏｍｐｒｉｓｉｎｇ）」は、他の要素又はス
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テップを排除せず、不定冠詞「１つ（ａ）」又は「１つ（ａｎ）」は、複数を排除しない
。異なる特徴を互いに異なる従属請求項で述べるという単なる事実は、これらの特徴の組
み合わせを有利に使用することができないことを意味しない。特許請求の範囲における任
意の参照符号は、本発明の範囲を限定すると解釈されるべきではない。
【符号の説明】
【０１３１】
１０　システム
１２　第３の受信手段
１４　第２の受信手段
１６　第３の受信手段
１８　視覚運動行動修正手段
２０　視覚パラメータ評価手段
２２　判定手段
２４　（視覚運動行動）適合手段

【図１】 【図２】
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【要約の続き】
視覚及び／又は視覚運動行動に基づいて、光学系が装着されている人の視覚及び／又は視覚運動行動を適合させる適
合ステップ（Ｓ１４）と、を含む方法に関する。
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